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らかにすることができた。これらの基礎的知見を踏まえ、今後、COPDをはじめとする呼
吸器疾患の食事療法に関する研究が「低酸素」や「疲労感」といった新しい観点から行わ











 低酸素曝露およびクエン酸投与が TCA 回路内の代謝物と糖原性アミノ酸に与える影響
について、ラット血漿の LC-MS/MS分析により検討した研究の結果は特に注目に値する。
クエン酸投与により糖原性アミノ酸である serine, glycine, histidine, glutamine, 
isoleucine, methionine, phenylalanineの増加が認められ、糖新生の基質となる可能性が
示唆された。更にこれらの糖原性アミノ酸の増加は、TCA 回路内の代謝物 citrate, 
cis-aconitate, isocitrate, alpha-ketoglutarate, fumarate, malateの増加を生じ、TCA回
路を亢進させることが推定された。一方、低酸素曝露では、TCA 回路内の代謝物である
succinate や fumarate が減少することから、TCA 回路活性の低下が推定された。低酸素
曝露による疲労感が TCA 回路の初期段階の代謝物が減少と関連するならば、クエン酸投
与はこれらの代謝物を増加させていたことから、COPD患者の疲労軽減に対するクエン酸
の有効性が期待される。 
 
 審査員一同は、本申請論文に対して詳細な検討を加え、慎重に審議した。その結果、本
論文は生活科学・生命科学分野における新知見を含む優れた論文であり、博士論文として
ふさわしいと判断した。また申請者に対する質疑応答より、申請者が十分な学識を有する
と判断した。以上より審査委員会は全員一致で、申請者を本論文による博士（学術）の学
位授与に値すると判定した。 
